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◯研究方法
自転車でグラウンドを1周(300m)し、自転車を
漕ぐ前と漕いだ後で心拍数の変化を記録し
た。
　→これをそれぞれのギアで5回ずつ
　　行った。
②その変 化 量からどのギア数がいちばん疲
れるのかを 推 測 し、それがなぜなのか 考 え
た。
 

◯必要な道具
・自転車(ギア6まである)
・パルスオキシメーター

◯仮説
　ギアが小さいほど足を動かす回数が多くなり
心拍数が多くなる。
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　最も心拍数の変化が小さかったのは、ギア3
　 最も心拍数の変化が大きかったのは、ギア6
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「バイクペダルにかかる力の方程式」
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◯研究動機
　毎日自転車登校が大変であったた
め、少しでも楽に登校したいと思いギ
ア数に着目し研究を行った。
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　つまり、ギア数が小さくなれば、たくさん漕がなければ
ならず、ギア数が大きくなればペダルを押す力が必要
になる。

この実験で分かったこと
ギア6が心拍数の変化が最も大きかった
　→ギア数が大きくペダルを漕ぐ力が必要
　　なる方が疲れる
ギア3が心拍数の変化が最も小さかった
　→漕ぐ回数やペダルを漕ぐ力が多すぎた
　　り強すぎたりしない方が楽

◯今後の課題
・より長い距離ではどんな結果になるのか
　→実際の登校により役立つ

◯ギア数が小さい時

リアギア

M(モーメント)=FL より

リアギアの半径が長くなる

◯ギア数が大きい時

リアギアの半径が短くなる

M=Fp×Rr-g
↓

Mが大きくなるため回りやすくなる
↓

回転数が多くなる

M=Fp×Rr-g
↓

Mが小さくなるため回りにくい
↓

回転数は少ない、強い力で漕ぐ

モーメントとは、、、

　物体を回転させる能力の大きさ

Fp
Fp

※漕いだ力Fpはリアギアを回転する力と
して考える

それぞれのギア数での心拍数の変化

自転車のギアと後輪を表した図


